
議第６２号 

呉市特別職員給料給与条例等の特例に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 

呉市特別職員給料給与条例等の特例に関する条例の一部を改正する条例を次のよ

うに定める。 

呉市特別職員給料給与条例等の特例に関する条例の一部を改正する条

例 

呉市特別職員給料給与条例等の特例に関する条例（平成１４年呉市条例第５号）

の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に，下線で示

すように改正する。 

改正前 改正後 

呉市特別職員給料給与条例等の 

特例に関する条例 

呉市特別職員給料給与条例の特 

例に関する条例 

（趣旨） （趣旨） 

第１条 この条例は，呉市特別職員給料給与

条例（昭和２４年呉市条例第１２号。以下

「特別職員給与条例」という。）及び呉市

教育委員会教育長の給与等に関する条例

（昭和２８年呉市条例第１２号。以下「教

育長給与条例」という。）に基づいて支給

する給料の額を減額するための特例を定

めるものとする。 

第１条 この条例は，呉市特別職員給料給与

条例（昭和２４年呉市条例第１２号。以下

「特別職員給与条例」という。）に基づい

て支給する期末手当の額を減額するため

の特例を定めるものとする。 

（市長等の給料の額等） （市長の期末手当の額） 

第２条 平成２５年４月１日から平成２６

年３月３１日までの間（以下「特例期間」

という。）における市長，副市長及び企業

管理者（以下「市長等」という。）の給料

月額は，特別職員給与条例第２条の規定に

かかわらず，同条に定める給料月額から次

の各号に掲げる期間の区分に応じそれぞ

れ当該各号に定める額を減じて得た額と

する。 

第２条 

(1) 平成２５年４月１日から平成２５年

６月３０日までの間 当該給料月額の

１００分の５に相当する額 

 

(2) 平成２５年７月１日から平成２６年

３月３１日までの間 当該給料月額の

１００分の８に相当する額 

 

２ 前項の規定にかかわらず，特別職員給与   特別職員給与条例第３条の規定による



条例第３条の規定による市長等の期末手

当（平成２５年１２月に支給するものに限

る。）の額を算出する際の基礎となる給料

月額は，特別職員給与条例第２条に定める

給料月額から当該給料月額の１００分の

３に相当する額を減じて得た額とする。 

市長の期末手当（令和２年６月に支給する

ものに限る。）の額を算出する際の基礎と

なる給料月額は，特別職員給与条例第２条

第１号に定める給料月額から当該給料月

額の１００分の３０に相当する額を減じ

て得た額とする。 

３ 第１項の規定にかかわらず，呉市特別職

員退職手当支給条例（昭和３３年呉市条例

第３３号）第２条第２項及び第３項の規定

による市長等の退職手当の額を算出する

際の基礎となる給料月額は，第１項の規定

による減額をする前の給料月額とする。 

 

（教育長の給料の額等） （副市長の期末手当の額） 

第３条 特例期間における教育長の給料月

額は，教育長給与条例第２条第２項の規定

にかかわらず，同項に定める給料月額から

次の各号に掲げる期間の区分に応じそれ

ぞれ当該各号に定める額を減じて得た額

とする。 

第３条 

(1) 平成２５年４月１日から平成２５年

６月３０日までの間 当該給料月額の

１００分の５に相当する額 

 

(2) 平成２５年７月１日から平成２６年

３月３１日までの間 当該給料月額の

１００分の８に相当する額 

 

２ 前項の規定にかかわらず，教育長給与条

例第２条第３項の規定による教育長の期

末手当（平成２５年１２月に支給するもの

に限る。）の額を算出する際の基礎となる

給料月額は，同条第２項に定める給料月額

から当該給料月額の１００分の３に相当

する額を減じて得た額とする。 

  特別職員給与条例第３条の規定による

副市長の期末手当（令和２年６月に支給す

るものに限る。）の額を算出する際の基礎

となる給料月額は，特別職員給与条例第２

条第２号に定める給料月額から当該給料

月額の１００分の１５に相当する額を減

じて得た額とする。 

３ 第１項の規定にかかわらず，教育長給与

条例第２条第４項の規定による教育長の

退職手当の額を算出する際の基礎となる

給料月額は，第１項の規定による減額をす

る前の給料月額とする。 

 

付 則 

この条例は，公布の日から施行する。 

 



（提案理由） 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による影響を踏まえ，市長等の期末手当を

減額するため，この条例案を提出する。 


